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２月の初めから太陽黒点数は高い値を保ったままです。４回ほど1 1 0  ほどに下がったことがありましたが、1 3 0 から2 0 0
の高い値を保っています。ハイバンドのコンディションが期待されます。
３月２８日( 金）の午後、久しぶりに淡路のシャックに入りました。まず、アンテナチェック。２本のタワーのアンテナは大
丈夫なようです。しばらく使っていなかったP C の電源を入れるがなかなか使えるようにはならない。ＰＣ内の時計用電
池が駄目になっているのか、２台のＰＣの日付時刻の修正から始める。また、W i n  や セキュリティーソフトの更新が
いっぱい溜まっているし、e - m a i l の取り込みにも時間がかかる。特に最近はW i n - X P の終末を迎えてP C の動きが鈍く
なってきたように思う。持ち帰っていたS t e p p I R のコントローラやC Q マシンなどを接続し、N 1 M M  L o g g e r  のデータを更
新してリグと接続。無線機の周波数を取り込んで交信結果のバンドスコープが作成できることを確認して準備完了。
夕食後少しバンドの様子を探るべく1 5 m , 1 0 m にQ R V ,  これはH a m L o g で記録しようと家のP C のハムログ・データをこち
らのＰＣに移そうと7 2 , 0 0 0 ほどのQ S O をU S B メモリーに入れた筈なのにメモリーには1 2 0 Q S O 分しか無い、こんなことは
初めてだ。仕方なくN 1 M M でL o g をとる。

C Q  W P X  p h o n e  c o n t e s t
２９日（土）、大阪国際交流センター・ラジオクラブ・ロールコールに参加。島本さんと二人だけのロールコールを終
わってコンテストログを立ち上げて1 0 m にQ R V したが、W i n - X P のＰＣの動作がもたもたしている。セキュリティープログ
ラムがアップデートに走りこんだり、リグの周波数を読まなかったり、ともたついている。少しＱＳＯしたが、もう１台のＰ
Ｃに交換することにした。1 0 : 3 0 j s t になってやっと順調に動くようになった。N A を中心に1 0 m バンドを端から順に呼ん
でいった。すでの２００番台Q S O をしている局が見られる。大分差がついた。1 1 : 0 0 j s t 過ぎに1 5 m へ下りてみた。1 1 時4
0 分j s t ,  A K 6 W を呼んだ。すると相手局から「そちらはA k i  か？　こちらは D e a n  だ。強い電波だ。」との応答が返って
きた。そうだと答えると、「また日本へ行くつもりだ。」とのこと。A P D X C に来て、H F  T e r r a i n  A s s e s s m e n t  の講演をして
くれたN 6 B V  D e a n  S t r a w  だった。あとで[ A K 6 W ]  をQ R Z . c o m  で調べると S a n  J o s e  近くのM o u n t a i n  V i e w  にある「1 0 0  
A K E R  W O O D  C o n t e s t  C l u b 」でした。1 2 時j s t  過ぎには再び1 0 m へ復帰した。１４時ごろからは東欧方面が中心に
なった。
その後、1 5 m  と 1 0 m  バンドでヨーロッパを主体に交信。１２時間経過した2 1 時j s t  では5 1 7 Q S O 、まだまだ道は遠い。
午後から風がかなり吹いてきたが、少し収まってきた。南からの風なので海から直接シャックに向かって吹いてくるの
で、斜面を駆け上がってアンテナを吹き上げる厳しい風だ。２３時j s t  頃少し収まってきてやれやれと思ったが、それ
もつかの間のことで２４時を過ぎる頃にはまた強い風が吹きつける。まだまだ強くなりそうなので、真夜中だがタワーを
少し下げよう。戸外に出て2 2 m H  までフルアップしていたタワーを1 5 m H 程度まで慎重に下ろした。この程度まで下ろ
すと、クランクアップ・タワーの隣り合った各段はそれぞれ重なり合って２重構造のタワーになって耐久力が増す。２２
時j s t をすぎてやっと2 0 m ,  4 0 m の交信となった。8 0 m は交信の可能性がなさそうだ。3 0 日午前２時j s t 頃には風が強く
なってきた。シャックやリグを置いた机が時々揺れる。先ほどタワーを下ろしておいて良かった。 午前５時２１分j s t で
仮眠に入る。



仮眠のはずが寝すぎてしまった。朝９時前j s t に再開、一日目を終わって7 4 8 Q S O 。1 , 0 0 0 ＱＳＯを越したかったが残
念。今日も、やはり1 0 m バンドが一番活発だ。風は依然として強い。時々1 5 m を試してみるが1 0 m バンドがコンディショ
ンが良い。午後、1 0 m で快調にランニング中の六甲山のJ H 3 P R R を発見、私もその近くでランしようとしたが続かない。
午後になってどうも様子がおかしい。コンディションが落ちてきたのか？？　1 0 m に移っても良くない。磁気嵐でも起き
てきたのか？　しかしJ H 3 P R R は快調だ。ほぼ直角に向けているS t e p p I R - D B 3 6 と３エレを切り替えてもいつものような
大きな変化が無い、どうもアンテナがおかしい・・・。夕方になっても風が強い。アンテナは大丈夫か？　
と外を見ていると、D B 3 6 の向きが変だぞ・・・　　ヨーロッパを向けてC Q を出していた筈だのに、アンテナは北アメリカ
を向いている。どうやら強い風でローテーター・クランプが少しずつずれて、本来の方向より6 0 度ほど東を向いてい
る。この強風の中での修理は無理なので、ローテーターで更に6 0 度西に回してヨーロッパ方向へ向け、ブーム先端
に取り付けたロープで方向を固定した。
やっぱりこれだった。ビームがヨーロッパを向くと小さい局も聞こえてきた。快調にＱＳＯは進むが1 0 m の一番良い時
間帯を取り逃がしてしまった。２０時１６分j s t  やっと1 , 0 0 0 Q S O 達成。３１日午前３時過ぎj s t  仮眠に入る。この時点で1 ,
2 1 6 Q S O だ。仮眠を３時間する予定が４時間になってしまった。午前７時半頃j s t から最後の追い込みだ。N A 方向へは
昨夜方向を固定した4 エレのD B - 3 6  が使えず、3 エレでのランニングになる。やはり弱い局を採りにくいが、最後まで
がんばって1 , 3 2 8 Q S O  正しくはD u p e が１つあるので、1 , 3 2 7 Q S O でした。失敗がいろいろあったけれども何とか最後ま
で頑張れてラッキーでした。
このコンテストでは、シングルオペでの参加者は、継続時間が１時間以上の休憩をコンテスト期間中に合わせて１２時
間以上とらねばなりません。右下が私のオフタイムの記録です。もう少し運用する積もりでしたが、最後の仮眠は疲れ
で、なかなか目が覚めませんでした。４８時間コンテストは年寄りにはなかなか辛いところがあります。
スコアは左下のように 1 , 3 2 7  Q S O  の 2 , 7 4 3 , 1 8 2 点でログを提出しました。

コンテスト余話
コンテストの後一眠りし体力回復したところで、アンテナ修理です。タワーに上りローテータとアンテナポールを確認
するとボルトはナットは緩んではいませんが、クランプの隙間にはポールの周囲に縦の線が数m m 毎に刻まれており、
少しづつポールがずれて回転していったことを物語っていました。
Y A E S U  G 2 8 0 0 - D X A  ローテーターのクランプのボルトナットを緩めてブームを正しい方向こ直して、ボルトを締め付
けて固定して、修復完了しました。アンテナマストとローテーター・クランプを貫通するボルトも付属しているのです
が、此れで固定してしまうとローテーターのギア・ボックス自体が壊れる恐れがあります。方向がずれるのはフューズ
の役割を果たしています。アマチュア無線のアンテナが大ききなってきているのに、それに対応したローテーターに
代わってきていないのが実情です。また、固定タワーであれば、大きく頑丈なﾛｰ ﾀｰを使うことが出来ますがクランク
アップタワーの先頭部の容積は極めて限られており、ローテーターの大きさが制限されてしまいます。
まあ、ほどほどに折り合いをつけながら使ってゆかねばなりません。

5 m / s

1 0 m / s

1 5 m / s

風速

風向
コンテスト当日のアメダス洲本の風速・風向データ
通常、J A 3 A O P では洲本の観測値の1 . 5  ～ 2 倍の風速になっている。

↑J A 3 A O P のスコア
→

オフタイムの記録
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３月３１日月曜日はコンテストも終わり、アンテナの不具合も順調に修復でき、近くの別荘地の櫻も金曜日にやってき
た時は蕾だったのが今日は立派な櫻トンネルになっていて、うきうきした気分。夕食は久しぶりにベランダで焼き肉を
してみよう。テーブルの上にコンロと材料を並べ、電気の投光器でなくムードを出してガス・ランタンを点しててみる。
焼肉器は遠赤外の網焼きが良い。軽くて汚れも少なく掃除がしやすい上に一番美味しい。
以前使っていた鋳鉄製の焼肉器は重くて汚れもひどいから、掃除が大変だし、軽量網焼き器で焼いた方が断然美
味しい。以前に６人ほどでこれらの焼肉器を二つ並べて同じ肉を焼いてみた。すると全員が軽量網焼きの方ばかりを
食べるので、途中で鋳鉄製は引退してもらったことがある。以後、鋳鉄製は出番が無い。
今回、焼く野菜はたまねぎとピーマンだけ、ピーマンは切らずに丸ごと焼く。丸ごと焼きあがったピーマンにかぶりつく
と中からピーマンの匂いと味があふれ出て美味しい。ピーマンの美味しさが放散しないで中に閉じ込められている。
皿にはキャベツやレタスや新たまねぎをスライスして盛っておく。焼きあがった肉はたれにつけて、スライス野菜の上
に置き、野菜とともに口に放り込む。野菜のシャキシャキ、ひんやりと肉の温かく豊かな味が交じり合って満悦！！
夜の海岸線を眺めながら、少々涼しすぎたがワインで補って暫しの極楽。

大阪国際交流センター・ラジオクラブ

網焼きのスグレモの

鋳鉄タイプのグリル
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